
 

 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年１１月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１３広第２１８号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２５年８月２８日（水） １３時２５分ごろ 

発生場所 香川県高松市大槌
おおづち

島南西方沖 

 高松市所在の小槌
こ づ ち

島灯台から真方位３５２°２,１５０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２４.９′ 東経１３３°５５.２′） 

事故等調査の経過  平成２５年１２月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広

島事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ プレジャーボート ラ・コスタ７、７.３トン 

   ２７０－４３３４１岡山、有限会社ピアＡ 

Ｂ プレジャーボート 青
あお

潮
しお

丸、５トン未満 

   ２７１―２１２２９岡山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首部船底に擦過傷 

Ｂ 右舷中央部外板に亀裂 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、大槌島南西

方沖を北西進中、平成２５年８月２８日１３時２５分ごろ船首部とＢ

船の右舷中央部とが衝突した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、１３時１５分ごろ、大槌島南西

方沖で機関を中立運転とし、船首を北東方に向けて漂泊した。 

船長Ｂは、右舷側中央部に腰を掛け、釣りで使用する仕掛けを準備

していたところ、右舷正横方約１０ｍの所に白波を立てて接近するＡ

船を初認し、衝突の危険を感じて海に飛び込んだ直後、Ｂ船は、Ａ船

と衝突した。 

 船長Ｂは、船長Ａに救助されてＢ船に戻り、Ａ船の伴走により、Ｂ

船を玉野市の修理場所まで回航した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項  Ｂ船は、高さ約４ｍ、上辺約１ｍ、下辺約２ｍで青色のスパンカー

を広げていた。 

Ｂ船の周囲には、他船はいなかった。 

船長Ｂは、ウエストベルト型の救命胴衣を着用していた。 



 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ 不明、Ｂ あり 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ 不明、Ｂ なし 

 Ａ船は、大槌島南西方沖を北西進中、Ｂ船と衝突したものと考えら

れるが、船長Ａから情報が得られなかったため、衝突に至った状況を

明らかにすることはできなかった。 

 Ｂ船は、大槌島南西方沖で漂泊中、釣りの準備に意識を向けていた

ことから、衝突直前までＡ船に気付かず、Ａ船と衝突したものと考え

られる。 

原因  本事故は、大槌島南西方沖において、Ａ船が北西進中、Ｂ船が漂泊

中、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・常時適切な見張りを行うこと。 

 


